
 

 

 

 

答   申 

「平成２３年度補助金等の適正化について」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     平成２３年１０月４日 
     流山市補助金等審議会 
    



 

目   次  

 

 

はじめに・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１  

１．補助金の現状・・・・・・・・・・・・・・・・・・２  

２．補助金のあり方・問題点・・・・・・・・・・・・・４  

 （１）補助金のあり方・・・・・・・・・・・・・・・４  

 （２）補助金交付の問題点・・・・・・・・・・・・・４  

３．補助金等適正化と改善点・・・・・・・・・・・・・６  

 （１）流山市補助金等適正化・・・・・・・・・・・・６  

 （２）改善・改革点・・・・・・・・・・・・・・・・７  

４．「平成 23 年度審査対象補助金等」の審査結果・・・・８  

  表１  ヒアリング対象補助金の評価・・・・・・・・９  

  表２  ヒアリング対象外補助金の評価・・・・・・１８  

おわりに・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２６  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

はじめに 

 米国の財政赤字、巨額借金から進む世界的株安・ドル安（深刻化する

超円高問題への波及）はいうに及ばず、ギリシャ、イタリア等々での財

政危機・不安、そして日本は・・・。むろん国家だけでなく、地方自治

体の財政危機も例外ではない。 

 北海道夕張市の財政破綻だけでなく、全国には財政状況の厳しい自治

体が数多く、全国地方自治体の 6 割近くが財政赤字に陥っている、とも

いわれている。 

 「補助金」は、国・地方公共団体などが特定の事務事業を奨励・助成

するために交付する金銭的給付であり、市場制度の欠陥を補正して、社

会的正義や人権を保障する手段としての一面を持っているだけに、それ

ぞれの活性化にとって「補助金」は重要かつ必要不可欠である一方、「補

助金」の削減は、税財政改革の重要な柱でもある。1980 年代以降、「補

助金」があまりにも肥大化したことと、必ずしもうまく機能せず利権化

した部分があることなどが指摘され、「補助金削減一括法」と呼ばれる法

律が 1985 年、1986 年に施行された経緯がある。 

 こうして“財政危機”と“地域活性化”の狭間で、まさにこの両立困

難なトレードオフのディレンマに悩まされるのが「補助金審査」である。

地域（流山市）の発展を期待する一方で、「財政の健全化」は守らねばな

らない。いわば市の健全財政を維持しながらも、地域の活性化を期待す

るため、このたび井崎義治流山市長から「平成 23 年度補助金等の適正化

について」という諮問を受けた。その役目を果たすべく、補助金等審議

会の 7 名から成る委員と、流山市関係各課との度重なる真摯な議論・検

討を経て、以下のとおり答申します。 
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１．補助金の現状 

 いま日本の補助金は、国際化・サービス化・情報化・少子高齢化と多

様化する中で、その役割も注視される一方で、長期化、固定化、肥大化

などへの懸念が高まっている。 

 こうした中で流山市の補助金動向は、次の各表のとおりとなっている。 

 補助金の推移を平成 15 年度以降についてみると、平成 18 年度まで減

少していた補助金総額は、その後上昇に転じ、21 年度まで急増、その後

は横ばい、微増と落ち着きをみせてきた。 

 とくに目立つのは、経過期間が 11 年以上と長い件数が 66 件と、平成

23 年度補助金総件数の 73％を占めて、圧倒的に高い比率となっており、

21 年以上でも 45％と半数近い高率で、補助金の長期化傾向を裏付けてい

る（国県補助金を除く市単独分）。 

 

 

補助金件数、総額の推移 
    

一般会計 
   

億円、％ 
 

年  度  件  数  予算額  
一般会計 

予  算  額  
割  合  

 

平成 15 年度  152 13.4 398.5 3.4 
 

平成 16 年度  143 10.1 397.0 2.5 
 

平成 17 年度  115 10.1 344.3 2.9 
 

平成 18 年度  105 9.3 347.5 2.7 
 

平成 19 年度  117 10.6 353.9 3.0 
 

平成 20 年度  122 11.1 387.4 2.9 
 

平成 21 年度  128 15.9 388.5 4.1 
 

平成 22 年度  132 15.8 401.6 3.9 
 

平成 23 年度  132 16.9 420.0 4.0 
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補助金予算額の推移（ 一般会計 ）

補助金予算額

億円

 
 

市単独、国県補助金内訳  平成２３年度  
 

千円、％ 

 
項  目  件数  補助金額 割合  

 
市単独補助金 91 505,471 30.0 

 
国県補助金 41 1,181,506 70.0 

 
合  計  132 1,686,977 100.0 

 

開始期間別（国県補助金を除く市単独分） 平成２３年度  
 

 
期  間  件数  割合(％ ) 

 
５年以下 21 23.1 

 
６年～１０年 4 4.4 

 
１１年～２０年 25 27.4 

 
２１年～３０年 19 20.9 

 
３１年～４０年 14 15.4 

 
４１年～５０年 7 7.7 

 
５１年以上 1 1.1 

  91 100.0 
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２．補助金のあり方・問題点 

（１）補助金のあり方 

 特定の政策目的のために経済的援助をする「補助政策」を経済学的

に分類すると、①「特別減税」（特定グループの課税を軽減する）、②

「財政投融資」（低利長期の財政資金の貸付）、③「公共事業・公共サ

ービスによる助成」（その多くが補助金事業）とともに、④私企業、個

人など民間部門に直接貨幣を給付する「補助金」がある。 

したがって補助金の改革は、補助金それ自体としてのみ検討するの

ではなく、財政投融資や減税という広義の補助金はもとより、より広

く公共的介入全体の中でそのあり方を決めるべきである。 

補助金の適格性についての基本的考え方は、以下のとおり要約され

よう。 

①事業の目的が、公共性が高く、市民のニーズに合っていること。 

②補助金交付団体としての適格性を備えていること。 

③運営に対する経費は含まず、事業に対する経費の 2 分の 1 以下と

する。ただし事業の内容や性格により、特別に審査の段階で妥当

とされたものはこの限りではない。 

④補助金交付期間が長期化し、既得権化していないこと。 

⑤運営面で、補助金に過度に依存していないこと。 

⑥補助金は適切に使用され、事業内容、経費等の情報公開がされて

いること。 

 いずれにしても弱者に追い討ちをかける「格差」を是正するための

手当て、地域やまちを活性化させるための財政支援など、さまざまな

方面で補助金が有効に活用されることは、今後とも必要となっていく

ことはいうまでもない。 

 

（２）補助金交付の問題点 

 補助金の見直し、評価が議論される際に、常に指摘される問題点と

しては、以下の点が挙げられる。 

①特定団体への補助金の長期化・固定化・マンネリ化は、公平性な

どからも問題で、既得権化にもつながる。今回の審議案件でも、

20 年以上継続している補助金が半数以上と多く、なかには 50 年

にもわたる長期補助もあり、重大な問題となっている。 
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②上記の長期化による補助金依存体質が、自助努力の欠落を生み、

自主・自立の意欲を失わせている面もみられる。 

③費用対効果が明確でないまま、続けられるケースもみられる。 

④過保護になりすぎていないか。 

⑤「一律分配」となっていないか。 

⑥補助金の交付先が多方面になりすぎて、補助金総額を引き上げ、

肥大化する傾向にある面もみられる。 

 

補助金審査の判断基準 

  審査項目  判断基準  

公益性  ・市の政策目的に合致して

いる。  

・市民の福祉の向上に役立

っている。  

・市の政策目的に沿い、公共性があるか。  

・市民の福祉の向上に役立ち、公益性があるか。 

公平性  ・事業の効果が広い範囲に

及ぶものであって、特定

の団体・個人に特権的恩

恵を与えるものでない。  

・公平に市民に利益をもたらすものか。  

・長期にわたり交付し、補助事業がマンネリ化、

既得権化していないか。  

・同種・類似の事業に対し、補助金の交付に不

公平感はあるか。  

必要性  ・補助対象事業の活動内容

が、市民ニーズに沿って

いる。  

・市民が望んでいる事業か。  

・継続事業に対しては、時代のニーズの変化に

対応しているか。  

・事業を継続する今日的意義があるか。  

・自助努力でやれる事業ではないか。  

効果  ・事業活動に効果があり、

補助金の意義が認められ

る。  

・補助事業の目的に照らし、その効果が充分に

現れているか。  

・ムダ使いが無く、費用対効果が適切であるか。 

適切性  ・事業活動が計画に基づい

て行われ、会計処理等が

適切に行われている。  

・事業活動の実績報告が適切に行われているか。 

・会計処理が適切に行われているか。補助目的

から外れていないか。  

・補助金のみに依存することなく、団体に自立

性がはかられているか。  
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３．補助金等適正化と改善点 

（１）流山市補助金等適正化 

＜補助金システムの構築＞ 

 流山市では、流山市基本構想および前期基本計画に基づき、将来都

市像としての『豊かな自然や歴史・文化を活かし、市民が真の豊かさ

を実感できるまち「みんなでつくろう価値ある流山」』の具現化に向け

て、市民と行政が一体となったまちづくりが展開されている。 

 その中で、行政の充実として「公民パートナーシップによる構想実

現と効率的、効果的行財政運営」が掲げられ、協働によるまちづくり

が重要であるとしている。 

 行政と市民との『協働』を推進することは、国の三位一体改革によ

る市財政への影響など今後一層厳しさが増すことが予想される財政状

況を背景に、地方の自立を目指していくための自治の基盤をなすもの

である。 

 補助金制度も、政策実現のための間接的手段として、こうした『協

働』の一環としての機能を有しているものであり、補助金交付という

手段により、市民のマンパワーと幅広いノウハウを活かした費用対効

果の面からも、施策目標の実現に必要な公費負担の軽減の役割を果た

している。 

 しかし前項『２．補助金のあり方・問題点』で述べたような問題点

もあるため、これらの問題点を認識した上で、新たな「補助金システ

ム」が構築された。 

＜補助金適正化の経緯＞ 

①第２次行財政改革指針（平成 14 年 7 月）による「平成 16 年度ま

でに補助金一律 10％削減」実施 

②厳しい財政環境の下で、健全な財政運営を行うために、平成 16

年 4 月に流山市行財政改革審議会より行財政改革の一環として

「補助金のあり方について」の答申がなされ、補助金審議会の設

置と新しい補助金制度の確立が提案された。 

③附属機関（補助金等審議会）が設置（平成 16 年 8 月 30 日）  

④平成 17 年度の「補助金制度の見直しについて」緊急提言（平成

16 年 12 月 28 日）  

⑤補助金制度の見直し及び補助金の適正化について（答申）（平成
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17 年 5 月 20 日）  

⑥流山市では「流山市補助金等適正化実行プラン」を策定し、平成

18 年度から平成 20 年度までの 3 年間を試行期間として実施した。 

 

（２）改善・改革点 

＜長期化補助金の徹底検証＞ 

 改善・改革点の最大の焦点は、いうまでもなく「長期化による固定

化・マンネリ化した補助金」の問題と、その扱い（改善・改革）であ

ろう。 

 平成 21 年 10 月 14 日に提出された「後期基本計画における新たな補

助金等について」（答申）によると、“補助金の適格性に付いての基本

的な考え方”の中で、「補助金交付期間が長期化し、既得権化していな

いこと。交付期間は単年度交付を原則とし、最長 3 年で打ち切る」と

述べられている。むろんこの 3 年見直しが全てに当てはまるわけでは

なく、市の重点政策によっては例外や特例もあろう。ただ予算の肥大

化を防ごうという試みとしてのいわゆる“サンセット方式”は、補助

金の長期化・固定化を改善する上で有効な方策といえる。3 年とする

か、5 年、10 年などとするかは今後の検討課題としても、重要案件と

いえども一定期間毎の細部にわたる重点的検証・見直しは、費用対効

果の観点からも必要不可欠ではないか。 

 “甘え”の構図が蔓延している長期補助金こそ、悪弊改革の最重要

かつ最優先事項として、定期的・徹底的検証のシステムを組み入れる

必要があろう。 

＜その他改善点＞ 

①金額が大きい補助金（とくに 1 件当たりの補助金額が例えば 5 千

万円以上と多いもの）については、時代的要請・費用対効果等を

考慮して常に検証，改善の必要がある。 

②反面、小額補助金についても、そのあり方を含め、再検討の必要

がある。 

③公募性の導入・移行（普及）：とくに長期化・固定化した協会等

団体から積極的・意欲的 NPO 組織への傾斜。 

④補助金の再申請受付時に際して、団体等の目的、経費の使われ方、

具体的効果等について、再点検・検証することによって、補助金
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活用の改善が大いに期待されよう。 

⑤過保護政策の見直しと自立化努力への政策誘導・方向転換。 

⑥“バラマキ”配分、“多様化”指向は、財政圧迫ともなるため好

ましい方式とはいえない。むしろ“傾斜配分”、“重点主義”とい

う形で、数年間は重点部門に集中したり、弱者救済の形で所得制

限を設けて配分するなど、交付資金の効率化と、無駄の排除によ

って、財政負担の軽減を図る。 

 

４．「平成 23 年度審査対象補助金等」の審査結果 

平成 23 年度の流山市の補助金事業の総件数は 132 件で、そのうち国県

補助金は 41 件、市単独補助金が 91 件となっている。今回の審査では、

国県補助金については、①重要性、②国県への協力・協調などから、審

査対象からはずした。 

 審査対象となった市単独補助金につき、疑問点等があって、確認の必

要があると思われた「ヒアリング対象補助金」と、残りの「ヒアリング

対象外補助金」に分けて審査した。 

 まず「ヒアリング対象補助金」については、担当課とのヒアリング（説

明と質疑）を経て、ヒアリング結果と「補助金等調査票・補助金等適正

化実行プラン」の総合判断によって、また「ヒアリング対象外補助金」

は、提出された書類「補助金等調査票・補助金等適正化実行プラン」、資

料等を総合的に検討して審査し、「判断基準」に基づき、Ａ、Ｂ、Ｃの３

段階で評価した。 

 審査結果は表１及び表２のとおりである。 

これによると、次のような結果となった。 

 Ａ評価（継続）：59 件  

 Ｂ評価（改善の余地、見直しの必要がある）：31 件  

 Ｃ評価（廃止）：１件 

また審議委員の評価コメントでは、「長期化・固定化・マンネリ化が指

摘される」、「自主・自立化を含めた改善・検討が求められる」といった

意見が目立ち、補助金長期化による既得権化、そしてマンネリ化の問題

が出ていることは否定できない。 
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況
、
補
助
金
全
体
の

中
で
交
付
額
等
に
つ
い
て
は
検
討
す
る

余
地
が
あ
る
。

 

B 
 
職
員
の
福
利
厚
生
事
業
の
必
要
性
は

認
め
る
が
、
よ
り
効
率
的
･効
果
的
な
も

の
と
な
る
よ
う
事
業
内
容
に
つ
い
て
改

善
の
余
地
が
あ
る
。

 

 
5 
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
補
助

金
 

H
.2

2 
  

1 
1,

00
0 
 
地
域
社
会
に
お
け
る
自
治
意
識
を
醸
成

し
、
市
民
と
市
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、
地
域
住
民
自
ら
地
域
の

課
題
に
つ
い
て
協
議
し
、
自
ら
の
課
題
は
自

ら
解
決
す
る
た
め
に
組
織
し
た
「
流
山
市
地

域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
が
行
う
事
業
に
対

す
る
補
助
。

 

- 
 

C 
 
事
業
内
容
及
び
目
的
か
ら
み
て
、
自
治

会
等
既
存
の
地
域
組
織
と
の
整
合
性
が

不
明
確
で
あ
る
。
 

 
既
存
組
織
（
自
治
会
、
社
会
福
祉
協
議

会
な
ど
）
と
の
棲
み
分
け
な
ど
、
廃
止
を

含
め
た
全
般
的
な
見
直
し
が
必
要
で
あ

る
。

 

 1
1 
流
山
市
民
活
動
団
体
公
益
事
業

補
助
金

 
H

.1
8  

  
5 

3,
00

0 
 
流
山
市
の
目
指
す
協
働
ま
ち
づ
く
り
を

担
う
市
民
活
動
団
体
が
自
発
的
に
行
お
う

と
す
る
市
民
事
業
提
案
に
対
し
、
公
益
性
が

高
い
と
認
め
ら
れ
た
事
業
活
動
に
対
す
る

一
部
補
助
。

 

A
 
 
継
 
続

 
A

 
 
継
 
続

 

 1
4 
流
山
市
明
る
い
選
挙
推
進
事
業

補
助
金

 
H

.1
0 

 1
3 

24
0 
 
明
る
い
選
挙
の
推
進
を
図
る
た
め
、
「
流

山
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
」
の
事
業
に

要
す
る
経
費
に
対
す
る
補
助
。

 

B 
改
善
の
余
地
が
あ
る
。

 
B 
 
「
流
山
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
」

の
活
動
自
体
は
認
め
ら
れ
る
が
、
事
業
内

容
か
ら
み
て
も
市
が
補
助
金
を
交
付
す

る
必
要
性
は
脆
弱
で
あ
る
。
市
の
広
報
誌

を
有
効
活
用
す
る
な
ど
改
善
・
検
討
が
必

要
で
あ
る
。

 
 1

5 
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
費
補
助

金
 

S.
44

 
 4

2 
58

,8
58

  
社
会
福
祉
協
議
会
は
地
域
で
暮
ら
す

人
々
が
住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
安
心
し
て
生

活
す
る
こ
と
の
で
き
る
「
福
祉
の
ま
ち
づ
く

り
」
の
実
現
を
目
指
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
実
施
し
て
お
り
、
活
動
の
内
容
は
行
政
に

関
連
す
る
も
の
が
多
く
、
地
域
福
祉
の
推
進

を
図
る
た
め
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
運
営
費

及
び
各
種
事
業
に
対
し
て
補
助
を
行
う
。

 

B 
 
団
体
の
意
義
、
必
要
性
は
十
分
認
め
ら

れ
る
が
、
事
業
の
性
格
上
効
果
効
率
等
の

判
断
は
難
し
い
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
、

運
営
費
と
事
業
費
の
あ
り
方
、
人
件
費
の

扱
い
な
ど
見
直
し
の
余
地
は
あ
る
。
厳
し

い
財
政
状
況
の
下
、
団
体
の
独
立
運
営
へ

の
努
力
が
望
ま
れ
る
。

 

B 
 
社
会
福
祉
協
議
会
の
意
義
、
重
要
性
は

十
分
理
解
で
き
る
が
、
民
間
社
会
福
祉
事

業
者
が
、
予
算
の
約

40
％
を
市
か
ら
の
補

助
金
で
賄
っ
て
い
る
と
い
う
事
業
形
態

は
極
め
て
特
異
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を

得
な
い
。
 
法
人
自
立
の
た
め
の
事
業
全

体
の
大
胆
な
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
。

 

－9－



  番
号

 
ヒ
ア
リ
ン
グ
対
象
 

補
助
金
等
名
称

 
創
設
 

年
度

 
経
過

年
数

 
23
年
度
 

予
算
額

 
補
助
金
等
の
趣
旨
・
目
的

 
前
回
（
平
成

20
年
）
評
価

 
今
 
回
 
評
 
価

 

 

評
価

 
コ
 
メ
 
ン
 
ト

 
評
価

 
コ
 
メ
 
ン
 
ト

 
 2

6 
身
体
障
害
者
福
祉
会
補
助
金

 
S.

49
 

 3
7 

48
7 
 
市
内
に
居
住
す
る
身
体
障
害
者
で
組
織

す
る
「
流
山
市
身
体
障
害
者
福
祉
会
」
に
対

し
、
運
営
費
の
一
部
を
補
助
す
る
こ
と
に
よ

り
、
身
体
障
害
者
福
祉
会
の
運
営
の
安
定
化

を
図
り
、
も
っ
て
身
体
障
害
者
の
社
会
参
加

の
促
進
を
図
る
。

 

B 
 
身
体
障
害
者
が
広
く
社
会
と
か
か
わ

る
必
要
性
か
ら
も
意
義
は
認
め
ら
れ
る

が
、
補
助
開
始
か
ら
長
期
で
あ
る
こ
と
も

あ
り
、
固
定
化
、
マ
ン
ネ
リ
化
が
指
摘
さ

れ
る
。
事
業
収
入
の
増
加
、
会
員
の
拡
大

等
、
活
性
化
に
向
け
た
検
討
の
余
地
が
あ

る
。

 

B 
 
身
体
障
害
者
が
広
く
社
会
に
参
加
す

る
と
い
う
必
要
性
は
十
分
に
理
解
で
き

る
が
、
長
期
の
補
助
と
な
っ
て
い
る
こ

と
、
ま
た
、
目
立
っ
た
改
善
･改
革
も
み

ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
固
定
化
、
マ
ン
ネ

リ
化
が
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
 

 
事
業
収
入
の
増
加
、
会
員
の
拡
大
等
を

含
め
た
改
善
の
余
地
が
あ
る
。

 

 2
7 
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
補
助
金

 
S.

46
 

 4
0 

12
0 
 
心
身
障
害
児
（
者
）
の
福
祉
の
向
上
を
図

る
た
め
に
「
親
の
会
」
が
行
う
事
業
の
運
営

費
の
一
部
を
補
助
し
、
同
会
の
運
営
の
安
定

化
を
図
る
。

 

B 
 
心
身
障
害
児
（
者
）
の
人
権
を
守
る
等

の
必
要
性
は
認
め
ら
れ
る
が
、
補
助
開
始

か
ら
長
期
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
固
定

化
、
マ
ン
ネ
リ
化
が
指
摘
さ
れ
る
。
 

 
障
害
児
（
者
）
の
社
会
参
加
、
自
立
に

向
け
た
活
動
の
拡
大
か
ら
も
、
検
討
の
余

地
が
あ
る
。

 

B 
 
心
身
障
害
児
（
者
）
の
人
権
を
守
る
た

め
の
「
親
の
会
」
の
活
動
の
意
義
、
必
要

性
は
認
め
ら
れ
る
が
、
長
期
の
補
助
と
な

っ
て
い
る
こ
と
、ま
た
、目
立
っ
た
改
善
･

改
革
も
み
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
固
定

化
、
マ
ン
ネ
リ
化
が
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
 

 
心
身
障
害
児
（
者
）
の
さ
ら
な
る
福
祉

の
向
上
を
図
る
た
め
に
も
、
事
業
収
入
の

増
加
な
ど
を
含
め
、
引
き
続
き
改
善
の
余

地
が
あ
る
。

 

 6
0 
健
康
づ
く
り
推
進
員
協
議
会
補

助
金

 
H

.1
2 

 1
1 

35
7 
 
地
域
住
民
の
健
康
づ
く
り
を
目
指
し
て

市
民
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
栄
養
改
善
の

普
及
、
地
域
住
民
の
健
康
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
の
活
動
に
対
す
る
補
助
。

 

B 
改
善
の
余
地
が
あ
る
。

 
B 
 
「
健
康
都
市
宣
言
」
を
し
て
い
る
本
市

し
て
、
事
業
の
必
要
性
は
理
解
で
き
る

が
、
事
業
活
動
に
固
定
化
、
マ
ン
ネ
リ
化

が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
一
層
の
改

善
の
必
要
が
あ
る
。

 

 6
3 
ノ
ー
レ
ジ
袋
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
付

与
助
成
金

 
H

.2
2 

  
1 

75
0 
 
ご
み
の
減
量
・
資
源
の
有
効
活
用
を
目
的

と
し
て
、
買
い
物
に
際
し
て
レ
ジ
袋
辞
退
者

に
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
る
「
ノ
ー
レ
ジ
袋
推

進
事
業
」
（
流
山
商
業
協
同
組
合
が
実
施
主

体
）
を
側
面
か
ら
支
援
す
る
た
め
、
ポ
イ
ン

ト
還
元
分
の
一
部
を
市
が
助
成
。

 

- 
 

A
 
 
継
 
続
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  番
号

 
ヒ
ア
リ
ン
グ
対
象
 

補
助
金
等
名
称

 
創
設
 

年
度

 
経
過
年
数

 
23
年
度
 

予
算
額

 
補
助
金
等
の
趣
旨
・
目
的

 
前
回
（
平
成

20
年
）
評
価

 
今
 
回
 
評
 
価

 
 

評
価

 
コ
 
メ
 
ン
 
ト

 
評
価

 
コ
 
メ
 
ン
 
ト

 
 

64
 再
生
資
源
物
回
収
事
業
奨
励
金
 

H
.3

 
20

 
88

,0
52

  
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
に
役
立
つ

と
と
も
に
、
再
生
資
源
物
の
回
収
を
促
進
す

る
こ
と
に
よ
り
、
廃
棄
物
の
減
量
・
資
源
化

に
有
効
と
な
る
集
団
回
収
事
業
の
促
進
を

図
り
、
ご
み
収
集
経
費
の
削
減
に
寄
与
す

る
。
 

A
 
 
継
 
続
 

A
 
 
継
 
続
 

 

  6
5 
勤
労
者
互
助
会
補
助
金

 
H

.3
 

20
 

1,
80

0 
 
流
山
市
内
の
中
小
零
細
企
業
の
従
業
員

及
び
事
業
主
の
福
祉
の
増
進
と
生
活
の
安

定
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
相
互
扶
助

の
精
神
に
基
づ
き
組
織
す
る
「
流
山
市
勤
労

者
互
助
会
」
の
健
全
な
運
営
に
資
す
る
た
め

の
補
助
。

 

 B
 
 
中
小
零
細
事
業
所
で
働
く
従
業
員
、
事

業
主
に
対
す
る
福
利
厚
生
等
の
必
要
性

は
認
め
る
が
、
事
業
経
営
に
は
自
助
努
力

と
い
う
基
本
が
あ
り
、
産
業
振
興
全
体
の

中
で
、
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
。
特
定
団

体
へ
の
補
助
金
の
長
期
化
は
、
公
平
性
等

か
ら
問
題
が
あ
る
。

 

 B
 
 
中
小
零
細
事
業
所
で
働
く
従
業
員
、
事

業
主
に
対
す
る
福
利
厚
生
等
の
必
要
性

は
理
解
で
き
る
が
、
事
業
経
営
は
自
助
努

力
が
基
本
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
自
立
化
を

含
め
た
改
善
・
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

 

 6
8 
農
林
水
産
業
の
振
興
に
関
す
る

補
助
金（
保
全
管
理
水
田
維
持
管

理
事
業
奨
励
金
）

 

S.
63

 
23

 
2,

62
5 
 
農
業
者
が
遊
休
水
田
の
草
刈
り
を
適
正

に
行
う
こ
と
に
よ
り
、
農
地
の
適
正
な
保
全

を
図
り
、荒
廃
化
と
病
害
虫
の
発
生
を
抑
止
す

る
と
と
も
に
産
業
廃
棄
物
等
の
不
法
投
棄
を

防
止
し
、良
好
な
景
観
保
持
と
農
地
の
持
つ
多

面
的
な
機
能
を
保
全
す
る
た
め
の
補
助
。

 

 B
 
 
農
業
は
、
国
民
生
活
の
基
幹
産
業
で
あ

る
が
、
他
産
業
に
比
べ
て
生
産
性
が
低

く
、
そ
の
振
興
の
た
め
に
補
助
を
行
う
必

要
性
は
十
分
に
認
め
ら
れ
る
。
 

 
し
か
し
、
補
助
期
間
が
長
期
に
わ
た
る

も
の
が
多
く
、
市
民
感
情
等
と
の
乖
離
が

見
ら
れ
る
。
食
の
安
全
、
自
給
率
向
上
、

地
産
地
消
な
ど
、
時
代
が
大
き
く
変
化
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
の
財
政
状
況
、
農

業
振
興
策
全
体
の
中
で
、
抜
本
的
な
見
直

し
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

 

 B
 
 
本
市
農
業
が
「
大
都
市
近
郊
地
域
農
業
」

と
い
う
厳
し
い
状
況
下
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
農
業
関
係
事
業
へ
の
補
助
の
必
要
性

は
理
解
で
き
る
が
、
農
業
関
連
補
助
金
は

総
じ
て
補
助
期
間
が
長
期
化
し
て
お
り
、

市
全
体
と
し
て
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
も

改
善
・
改
革
を
行
う
必
要
が
あ
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。
 

 
た
だ
、
農
業
関
係
補
助
金
の
中
で
も
、

例
え
ば
、
「
農
用
地
有
効
活
用
事
業
奨
励

金
」
や
「
土
地
改
良
施
設
維
持
管
理
費
補
助

金
」
に
つ
い
て
は
、
当
審
議
会
に
お
い
て
も

補
助
の
妥
当
性
を
一
定
認
め
る
と
評
価
さ

れ
る
意
見
が
あ
る
こ
と
や
青
果
物
価
格
安

定
対
策
（
葱
・
青
葱
）
に
つ
い
て
も
、
政

策
効
果
と
し
て
野
菜
の
継
続
的
安
定
供
給

が
図
ら
れ
、
市
民
の
負
担
軽
減
に
寄
与
し

て
い
る
と
の
評
価
が
あ
る
こ
と
も
申
し
添

え
る
。
 

 
い
ず
れ
に
せ
よ
、
本
市
に
お
け
る
農
業

関
係
事
業
に
つ
い
て
は
、
農
業
振
興
策
全

体
の
中
で
の
総
合
的
な
見
直
し
が
望
ま
れ

る
。

 

 6
9 
 
〃
（
高
生
産
推
進
事
業
費
）

 
S.

54
 

32
 

4,
73

8 
 
意
欲
の
あ
る
農
業
者
の
育
成
を
図
る
中

で
、
都
市
農
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、
施
設

化
や
省
力
化
機
械
の
導
入
を
推
進
し
、
生
産

性
の
高
い
農
業
を
構
築
す
る
た
め
の
補
助
。
  B

 
 B

 

－11－



  番
号

 
ヒ
ア
リ
ン
グ
対
象
 

補
助
金
等
名
称

 
創
設
 

年
度

 
経
過
年
数

 
23
年
度
 

予
算
額

 
補
助
金
等
の
趣
旨
・
目
的

 
前
回
（
平
成

20
年
）
評
価

 
今
 
回
 
評
 
価

 
評
価

 
コ
 
メ
 
ン
 
ト

 
評
価

 
コ
 
メ
 
ン
 
ト

 
 7

0 
 
〃
（
青
果
物
価
格
安
定
対
策
事

業
費
）

 
S.

58
  

28
 

1,
55

9 
 
野
菜
価
格
が
低
迷
し
た
場
合
に
、
生
産
者

が
生
産
意
欲
を
失
い
、
翌
年
の
生
産
が
落
ち

込
む
こ
と
が
野
菜
の
安
定
供
給
に
影
響
を

与
え
、
価
格
高
騰
の
原
因
と
な
り
、
消
費
者

に
し
わ
寄
せ
が
く
る
。
 

 
そ
こ
で
、
本
市
の
特
産
で
あ
り
、
か
つ
農

協
系
統
共
販
品
目
の
葱
・
青
葱
に
つ
い
て
、

千
葉
県
青
果
物
価
格
補
償
協
会
の
価
格
補

償
事
業
に
加
入
し
て
い
る
生
産
者
の
資
金

造
成
金
の
一
部
を
助
成
す
る
こ
と
で
、
野
菜

の
継
続
的
な
安
定
供
給
が
図
れ
、
消
費
者
の

負
担
軽
減
に
寄
与
す
る
。
 

 B
 
 
農
業
は
、
国
民
生
活
の
基
幹
産
業
で
あ

る
が
、
他
産
業
に
比
べ
て
生
産
性
が
低

く
、
そ
の
振
興
の
た
め
に
補
助
を
行
う
必

要
性
は
十
分
に
認
め
ら
れ
る
。
 

 
し
か
し
、
補
助
期
間
が
長
期
に
わ
た
る

も
の
が
多
く
、
市
民
感
情
等
と
の
乖
離
が

見
ら
れ
る
。
食
の
安
全
、
自
給
率
向
上
、

地
産
地
消
な
ど
、
時
代
が
大
き
く
変
化
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
の
財
政
状
況
、
農

業
振
興
策
全
体
の
中
で
、
抜
本
的
な
見
直

し
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

 

 B
 
 
本
市
農
業
が
「
大
都
市
近
郊
地
域
農
業
」

と
い
う
厳
し
い
状
況
下
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
農
業
関
係
事
業
へ
の
補
助
の
必
要
性

は
理
解
で
き
る
が
、
農
業
関
連
補
助
金
は

総
じ
て
補
助
期
間
が
長
期
化
し
て
お
り
、

市
全
体
と
し
て
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
も

改
善
・
改
革
を
行
う
必
要
が
あ
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。
 
た
だ
、
農
業
関
係
補
助
金

の
中
で
も
、
 

例
え
ば
、
「
農
用
地
有
効
活
用
事
業
奨
励

金
」
や
「
土
地
改
良
施
設
維
持
管
理
費
補
助

金
」
に
つ
い
て
は
、
当
審
議
会
に
お
い
て
も

補
助
の
妥
当
性
を
一
定
認
め
る
と
評
価
さ

れ
る
意
見
が
あ
る
こ
と
や
青
果
物
価
格
安

定
対
策
（
葱
・
青
葱
）
に
つ
い
て
も
、
政

策
効
果
と
し
て
野
菜
の
継
続
的
安
定
供
給

が
図
ら
れ
、
市
民
の
負
担
軽
減
に
寄
与
し

て
い
る
と
の
評
価
が
あ
る
こ
と
も
申
し
添

え
る
。
 

 
い
ず
れ
に
せ
よ
、
本
市
に
お
け
る
農
業

関
係
事
業
に
つ
い
て
は
、
農
業
振
興
策
全

体
の
中
で
の
総
合
的
な
見
直
し
が
望
ま
れ

る
。

 

 7
1 
 
〃
（
苺
生
産
促
進
事
業
費
）

 
H

.1
3 

 1
0 

99
1 
 
都
市
型
農
業
の
利
点
を
活
用
し
た
直
売
施

設
及
び
観
光
農
園
の
目
玉
商
品
と
し
て
苺
栽

培
を
取
り
入
れ
、市
民
に
も
ぎ
た
て
の
苺
を
味

わ
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
本
市

農
業
の
活
性
化
を
図
る
。

 

 B
 

 B
 

 7
3 
 
〃
（
農
用
地
有
効
活
用
事
業
奨

励
金
）

 
S.

59
  

27
 

46
5 
 
農
用
地
の
有
効
利
用
の
増
進
と
そ
の
保
全

の
た
め
に
必
要
な
事
業
を
推
進
し
、
遊
休
・

荒
廃
農
地
の
解
消
を
図
る
。

 

 B
 

 B
 

  7
8 
 
〃（
流
山
市
園
芸
団
体
連
合
会
） 

S.
43

  
43

 
37

1 
 
生
産
者
団
体
個
々
と
の
協
調
と
研
鑽
を
図

る
こ
と
で
、多
面
的
機
能
を
有
す
る
良
好
な
農

地
の
保
全
に
努
め
、
各
農
家
の
農
業
所
得
を

高
め
る
。

 

 B
 

 B
 

 

 7
9 
 
〃
（
高
品
質
農
産
物
生
産
事
業

費
）

 
S.

59
  

27
 

4,
10

3 
 
高
品
質
な
農
産
物
の
生
産
と
環
境
に
や
さ

し
い
農
業
の
推
進
を
図
る
こ
と
で
、市
民
の
安

全
・
安
心
の
信
頼
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
も
っ

て
農
業
経
営
の
安
定
向
上
に
寄
与
す
る
。

 

 B
 

 B
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  番
号

 
ヒ
ア
リ
ン
グ
対
象
 

補
助
金
等
名
称

 
創
設
 

年
度

 
経
過
年
数

 
23
年
度
 

予
算
額

 
補
助
金
等
の
趣
旨
・
目
的

 
前
回
（
平
成

20
年
）
評
価

 
今
 
回
 
評
 
価

 
 

評
価

 
コ
 
メ
 
ン
 
ト
 

評
価

 
コ
 
メ
 
ン
 
ト
 

 8
1 
中
小
企
業
資
金
融
資
利
子
補
給
金

 
S.

43
  

43
 

13
,0

42
  
中
小
企
業
資
金
融
資
の
貸
付
者
に
対
し
、

融
資
額
の
借
入
れ
に
よ
り
発
生
し
た
利
息
の

一
部
を
補
助
す
る
こ
と
に
よ
り
、負
担
の
軽
減

と
経
営
の
安
定
に
寄
与
し
、
市
内
中
小
企
業

者
の
育
成
と
振
興
を
図
る
。

 

 B
 
 
経
営
基
盤
の
弱
い
中
小
企
業
経
営
者
、

農
業
経
営
者
等
の
融
資
借
入
利
息
の
一
部

を
補
助
す
る
こ
と
に
よ
り
、
経
営
の
安
定

と
育
成
振
興
を
図
る
必
要
性
は
認
め
ら
れ

る
。
 

 
し
か
し
、
事
業
経
営
は
自
助
努
力
と
い

う
基
本
が
あ
り
、
市
の
財
政
状
況
、
産
業

や
農
業
な
ど
の
振
興
策
全
体
の
中
で
、
見

直
し
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
 

 
特
に
、
特
定
団
体
へ
の
利
子
補
助
金
の

長
期
化
は
、
時
代
変
化
の
中
で
公
平
性
等

の
課
題
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
交
付
期

間
・
補
助
率
等
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

  B
 
 
経
営
基
盤
の
弱
い
市
内
の
中
小
企
業
者

の
経
営
の
安
定
と
育
成
・
振
興
を
図
る
必

要
性
、
ま
た
近
隣
市
に
お
け
る
同
種
の
制

度
と
の
整
合
性
か
ら
も
、
制
度
自
体
の
必

要
性
は
認
め
ら
れ
る
。
 

 
し
か
し
、
企
業
経
営
は
自
助
努
力
が
基

本
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
交
付
期
間
や
補
助

率
な
ど
を
含
め
、
産
業
振
興
策
全
体
の
中

で
の
改
善
・
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

 

 8
2 
商
業
振
興
共
同
施
設
維
持
管
理
費

補
助
金

 
S.

61
  

25
 

2,
89

8 
 
商
業
環
境
を
整
備
し
、商
業
の
振
興
及
び
市

民
の
利
便
の
向
上
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
に
寄
与
す
る
た
め
、商
業
団
体
が
維
持
管
理

す
る
街
路
灯
等
の
共
同
施
設
の
経
費（
電
気
料

等
）
の
一
部
補
助
。

 

 B
 
 
「
現
下
の
経
済
情
勢
に
鑑
み
、
商
店
会

に
対
す
る
緊
急
な
措
置
」
と
の

20
年
度
補

正
の
理
由
で
あ
る
が
、
電
気
料
金
の
値
上

げ
等
の
厳
し
さ
は
理
解
で
き
る
。
し
か
し
、

自
治
体
の
補
助
金
の
在
り
方
が
、
全
国
的

に
厳
し
く
問
わ
れ
て
い
る
現
状
か
ら
、
全

額
の
補
助
は
突
出
し
て
お
り
認
め
ら
れ
な

い
。
市
民
感
情
と
か
け
離
れ
て
お
り
、
見

直
し
が
必
要
で
あ
る
。

 

 B
 
 
市
内
商
業
の
振
興
、
市
民
の
安
全
･安

心
な
ま
ち
づ
く
り
（
防
犯
対
策
）
に
寄
与

し
て
い
る
こ
と
は
十
分
理
解
で
き
る
。
ま

た
、
補
助
割
合
を
全
額
補
助
か
ら

50
％
補

助
へ
と
引
き
下
げ
た
こ
と
も
評
価
で
き
る

が
、
補
助
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
各
商
店

街
の
実
情
等
を
勘
案
し
た
も
の
と
な
る
よ

う
、
さ
ら
な
る
改
善
･検
討
を
期
待
す
る
。  

 8
4 
流
山
商
工
会
議
所
事
業
補
助
金

 
S.

39
  

47
 

7,
50

0 
 
本
市
商
工
業
の
総
合
的
な
改
善
・
発
達
の
中

心
的
な
役
割
を
果
た
す
商
工
会
議
所
の
事
業

に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、

経
済
の
振
興
に
寄
与
す
る
。

 

 B
 
 
見
直
し
の
必
要
が
あ
る
。
 

 
（

20
年
時
は
「
商
工
会
補
助
金
」
）
 

 

 B
 
 
商
工
会
議
所
の
果
た
す
役
割
等
に
つ
い

て
は
理
解
で
き
る
が
、
商
工
会
議
所
自
体

は
自
立
が
基
本
で
あ
る
。
 

 
補
助
金
に
頼
ら
な
い
自
立
に
向
け
た
事

業
運
営
が
行
わ
れ
る
よ
う
改
善
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
す
る
。
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  番
号

 
ヒ
ア
リ
ン
グ
対
象
 

補
助
金
等
名
称

 
創
設
 

年
度

 
経
過
年
数

 
23
年
度
 

予
算
額

 
補
助
金
等
の
趣
旨
・
目
的

 
前
回
（
平
成

20
年
）
評
価

 
今
 
回
 
評
 
価

 
 

評
価
 

コ
 
メ
 
ン
 
ト
 

評
価

 
コ
 
メ
 
ン
 
ト
 

  8
9 
ふ
る
さ
と
産
品
協
会
事
業
補
助
金

 
S.

58
  

28
 

40
0 
 
郷
土
流
山
の
土
産
品
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い

ふ
る
さ
と
産
品
の
発
掘
及
び
推
奨
を
は
じ
め
、

普
及
及
び
宣
伝
活
動
を
通
じ
、地
場
産
業
の
発

展
及
び
市
民
の
ふ
る
さ
と
意
識
の
高
揚
に
寄

与
す
る
。

 

 B
 
 
ふ
る
さ
と
産
品
の
発
掘
、
普
及
宣
伝
等

を
通
じ
、
地
場
産
業
の
振
興
の
必
要
性
は

認
め
る
が
、
市
全
体
の
地
場
産
業
の
あ
り

方
、
観
光
開
発
等
と
の
関
連
、
組
織
体
制

の
問
題
な
ど
か
ら
も
見
直
し
が
必
要
で
あ

る
。

 

 B
 
 
ふ
る
さ
と
産
品
を
市
の
内
外
に
普
及
･

宣
伝
を
行
い
、
地
場
産
業
の
振
興
を
図
る

必
要
性
は
理
解
で
き
る
が
、
長
期
間
に
わ

た
る
補
助
か
ら
固
定
化
さ
れ
た
も
の
と
な

っ
て
い
る
。
観
光
開
発
振
興
策
等
と
の
連

携
を
含
め
、
新
た
な
視
点
で
の
改
善
･検
討

が
必
要
で
あ
る
。

 

 

 
 

 9
0 
観
光
協
会
事
業
補
助
金

 
S.

45
  

41
 

35
0 
 
流
山
市
に
お
け
る
観
光
の
開
発
、
施
設
整

備
、
観
光
宣
伝
事
業
を
行
い
、
産
業
文
化
の
向

上
に
資
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
福
祉
の
増

進
に
寄
与
す
る
。

 

 B
 
 
観
光
の
開
発
、
宣
伝
等
を
通
じ
、
産
業

文
化
の
向
上
を
図
る
必
要
性
は
認
め
ら
れ

る
が
、
観
光
資
源
の
開
発
、
若
い
人
へ
の

応
援
、
法
人
化
へ
向
け
た
改
革
等
が
必
要

で
あ
る
。
市
民
の
知
恵
を
集
め
、
市
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
へ
向
け
た
熱
意
を
期
待
す

る
。

 

 B
 
 
大
き
な
産
業
を
持
た
な
い
当
市
に
お
い

て
は
、
観
光
の
開
発
、
宣
伝
等
の
必
要
性

は
十
分
認
め
ら
れ
る
が
、
長
期
間
に
わ
た

る
補
助
か
ら
固
定
化
さ
れ
た
も
の
と
な
っ

て
い
る
。
ふ
る
さ
と
産
品
協
会
と
の
連
携

を
含
め
、
新
た
な
視
点
で
の
改
善
･検
討
が

必
要
で
あ
る
。

 

10
0 
小
中
学
校
教
育
研
究
会
補
助
金

 
H

.3
 

 2
0 

87
1 
 
流
山
市
内

23
校
の
職
員
が
、
各
教
科
・
領

域
・
道
徳
別
の
分
科
会
に
分
か
れ
、
共
同
で
研

究
、
研
修
を
重
ね
、
児
童
生
徒
へ
の
指
導
力

向
上
に
資
す
る
。

 

 A
 
 
継
 
続

 
 A

 
継
 
続
 

 
事
業
の
重
要
性
か
ら
継
続
す
べ
き
事
業

と
認
め
ら
れ
る
が
、
研
究
活
動
の
成
果
に

つ
い
て
の
公
開
が
不
十
分
で
あ
る
。
積
極

的
公
開
を
希
望
す
る
。

 

10
1 
研
究
指
定
校
活
動
事
業
費
補
助
金

 
H

.3
 

 2
0 

1,
50

0 
 
文
部
科
学
省
や
千
葉
県
教
育
委
員
会
よ
り

研
究
指
定
を
受
け
、
ま
た
は
、
流
山
市
教
育
委

員
会
の
指
定
に
よ
り
、
教
育
研
究
を
深
め
、
教

職
員
の
各
教
科
・
領
域
・
道
徳
等
に
お
け
る

資
質
の
向
上
を
図
る
。

 

 A
 
 
継
 
続

 
 A

 
 
継
 
続

 

10
3 
進
路
指
導
対
策
費
補
助
金

 
H

.3
 

 2
0 

1,
29

6 
 
進
路
指
導
に
お
い
て
は
、生
徒
ひ
と
り
一
人

の
希
望
と
能
力
に
応
じ
、
自
己
実
現
を
図
る

こ
と
が
義
務
教
育
の
使
命
で
あ
る
。
時
代
の

変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
、よ
り
正
確
な
情
報
を

収
集
し
、適
切
な
指
導
を
進
め
る
た
め
の
進
路

指
導
に
係
る
経
費
補
助
。

 

 A
 
 
継
 
続

 
 A

 
継
 
続
 

 
適
切
な
進
路
指
導
を
行
う
必
要
性
に
鑑

み
継
続
す
べ
き
事
業
と
認
め
ら
れ
る
が
、

具
体
的
な
事
業
内
容
・
成
果
等
に
つ
い
て

の
公
開
を
希
望
す
る
。

 

 

－14－



  番
号

 
ヒ
ア
リ
ン
グ
対
象
 

補
助
金
等
名
称

 
創
設
 

年
度

 
経
過
年
数

 
23
年
度
 

予
算
額

 
補
助
金
等
の
趣
旨
・
目
的

 
前
回
（
平
成

20
年
）
評
価

 
今
 
回
 
評
 
価

 
 

評
価
 

コ
 
メ
 
ン
 
ト
 

評
価
 

コ
 
メ
 
ン
 
ト
 

10
6 
私
立
幼
稚
園
園
児
補
助
金
 

S.
56

 
30

 
59

,1
90

  
私
立
幼
稚
園
に
通
う
園
児
の
保
護
者
の
経

済
的
負
担
の
軽
減
と
公
立
幼
稚
園
と
の
格
差

是
正
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、幼
児
教
育
の
振
興

を
図
る
。
 

B
 
 
私
立
幼
稚
園
に
通
う
園
児
の
保
護
者
の

負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
補
助
を
行
う
必

要
性
は
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
公
立
と

私
立
の
あ
り
方
、
一
律
支
給
に
対
す
る
考

え
方
、
少
子
化
社
会
に
お
け
る
子
育
て
の

現
状
認
識
、
額
が
大
き
く
長
期
に
わ
た
る

こ
と
な
ど
、
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
 

A
 
継
 
続
 

 
子
育
て
世
代
に
定
住
の
地
と
し
て
選
ば

れ
る
流
山
市
で
あ
る
た
め
に
も
継
続
す
べ

き
事
業
と
認
め
ら
れ
る
が
、
国
に
お
け
る

子
育
て
政
策
と
の
整
合
性
、
市
と
し
て
の

費
用
対
効
果
な
ど
を
含
め
、
今
後
と
も
継

続
性
の
あ
る
総
合
的
な
検
討
が
行
わ
れ
る

こ
と
を
期
待
す
る
。
 

10
8 
文
化
協
会
活
動
事
業
費
補
助
金

 
S.

45
  

41
 

80
0 
 
本
市
に
お
け
る
芸
術
文
化
活
動
の
普
及
と

高
揚
を
図
る
た
め
、
「
流
山
市
文
化
協
会
」
の

行
う
各
種
文
化
活
動
事
業
に
対
す
る
一
部
補

助
。

 

B 
 
文
化
芸
術
の
普
及
振
興
を
図
る
た
め
の

必
要
性
は
認
め
ら
れ
る
が
、
長
期
に
わ
た

る
こ
と
も
あ
り
、
各
種
団
体
の
自
主
自
立

と
い
う
観
点
か
ら
も
、
公
募
制
に
移
行
し
、

文
化
芸
術
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。

 

 B
 
 
本
市
の
文
化
芸
術
の
普
及
・
振
興
を
図

る
必
要
性
は
理
解
で
き
る
が
、
補
助
が
長

期
に
わ
た
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
固
定

化
・
マ
ン
ネ
リ
化
が
み
ら
れ
る
。
 

 
自
主
･自
立
化
を
含
め
た
改
善
・
検
討

を
期
待
す
る
。

 

10
9 
美
術
家
協
会
活
動
事
業
費
補
助
金

 
S.

54
  

32
 

40
0 
 
流
山
市
の
美
術
文
化
活
動
の
普
及
と
高
揚

を
図
る
た
め
設
立
し
た
「
流
山
市
美
術
家
協

会
」
の
行
う
事
業
活
動
に
対
す
る
一
部
補
助
。 

B 
改
善
の
余
地
が
あ
る
。

 
 B

 
 
本
市
の
美
術
活
動
の
普
及
と
振
興
を
図

る
必
要
性
は
理
解
で
き
る
が
、
補
助
が
長

期
に
わ
た
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
固
定

化
・
マ
ン
ネ
リ
化
が
み
ら
れ
る
。
 

 
自
主
･自
立
化
を
含
め
た
改
善
･検
討
を

期
待
す
る
。

 

 
 

11
0 
文
化
祭
実
行
委
員
会
活
動
事
業
費

補
助
金

 
S.

54
  

32
 

1,
45

0 
 
本
市
に
お
け
る
芸
術
文
化
等
の
創
作
活
動

を
奨
励
し
、そ
の
成
果
を
発
表
す
る
機
会
と
場

を
提
供
す
る
た
め
発
足
し
た「
流
山
市
文
化
祭

実
行
委
員
会
」
の
行
う
活
動
に
対
す
る
一
部

補
助
。

 

B 
改
善
の
余
地
が
あ
る
。

 
 B

 
 
市
民
の
芸
術
･文
化
活
動
の
成
果
を
発

表
す
る
場
で
あ
る
文
化
祭
の
意
義
は
認
め

ら
れ
る
。
 

 
活
動
に
あ
た
っ
て
も
、
そ
の
内
容
を
数

回
に
わ
た
っ
て
見
直
し
を
行
う
な
ど
の
努

力
は
み
ら
れ
る
が
、
補
助
が
長
期
に
わ
た

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
固
定
化
・
マ
ン
ネ

リ
化
が
み
ら
れ
る
。
 

 
自
前
収
入
の
増
加
策
の
検
討
な
ど
改

善
･検
討
の
必
要
が
あ
る
。
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  番
号

 
ヒ
ア
リ
ン
グ
対
象
 

補
助
金
等
名
称

 
創
設
 

年
度

 
経
過
年
数

 
23
年
度
 

予
算
額

 
補
助
金
等
の
趣
旨
・
目
的

 
前
回
（
平
成

20
年
）
評
価

 
今
 
回
 
評
 
価

 
 

評
価

 
コ
 
メ
 
ン
 
ト
 

評
価

 
コ
 
メ
 
ン
 
ト
 

11
3 
青
少
年
育
成
会
議
活
動
事
業
補
助

金
 

S.
53

 
33

 
74

0 
 
青
少
年
健
全
育
成
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
一
団
体
の
活
動
の

み
な
ら
ず
、
ス
ポ
ー
ツ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、

直
接
子
ど
も
と
接
し
て
育
成
活
動
を
行
っ
て
い

る
多
く
の
団
体
や
、
こ
れ
と
は
別
に
、
二
次
的

に
青
少
年
健
全
育
成
を
見
守
る
各
種
の
団
体
な

ど
の
多
様
な
市
民
団
体
が
連
携
・
協
力
し
、
相

乗
効
果
の
高
い
育
成
活
動
を
推
進
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
組
織
し
た
「
流
山

市
青
少
年
育
成
会
議
」
の
事
業
に
要
す
る
経
費

を
一
部
補
助
す
る
こ
と
に
よ
り
、
青
少
年
の
健

全
育
成
の
一
翼
を
担
っ
て
も
ら
う
。
 

B
 
改
善
の
余
地
が
あ
る
。
 

A
 
継
 
続
 

 
青
少
年
の
健
全
育
成
を
図
る
た
め
の
活

動
で
あ
る
こ
と
か
ら
継
続
は
妥
当
と
認
め

ら
れ
る
が
、
運
営
費
の
大
半
が
補
助
金
と

い
う
極
め
て
特
異
な
補
助
金
で
あ
る
こ
と

を
十
分
認
識
し
た
事
業
運
営
を
行
う
と
と

も
に
、
具
体
的
成
果
が
今
ひ
と
つ
見
え
な

い
と
い
う
意
見
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
成
果

等
に
つ
い
て
の
公
開
を
期
待
す
る
。
 

11
6 
こ
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
活
動

事
業
補
助
金

 
S.

40
  

46
 

35
0 
 
青
少
年
の
健
全
育
成
を
図
る
た
め
、
「
流
山

市
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
」
の
活
動
事

業
に
要
す
る
経
費
の
一
部
補
助
。

 

 B
 
 
子
ど
も
の
健
全
育
成
を
図
る
た
め
、
子

ど
も
会
の
活
動
の
必
要
性
は
認
め
ら
れ
る

が
、
長
期
の
補
助
団
体
で
あ
り
、
団
体
の

自
主
自
立
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
公
募
制

移
行
に
よ
る
更
な
る
活
性
化
を
図
る
こ
と

が
望
ま
し
い
。

 

 B
 
 
子
ど
も
の
健
全
育
成
を
図
る
た
め
の
活

動
の
必
要
性
は
理
解
で
き
る
が
、
長
期
に

わ
た
る
補
助
で
あ
る
こ
と
と
同
時
に
対
象

人
員
数
な
ど
か
ら
も
固
定
化
・
マ
ン
ネ
リ

化
が
指
摘
さ
れ
る
。
構
成
人
員
の
増
加
策
、

活
性
化
策
な
ど
改
善
の
必
要
が
あ
る
。

 

11
7 
青
少
年
指
導
セ
ン
タ
ー
補
導
員

 
連
絡
協
議
会
活
動
事
業
補
助
金

 
S.

55
  

31
 

1,
01

3 
 
各
中
学
校
区
を
単
位
と
し
て
支
部
を
組
織

し
、青
少
年
の
非
行
防
止
活
動
や
青
少
年
社
会

環
境
浄
化
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、各

地
域
に
お
い
て
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
を

す
す
め
、
さ
ら
に
は
一
般
市
民
と
の
一
体
化

し
た
活
動
を
展
開
し
、
青
少
年
の
健
全
育
成

を
図
る
活
動
に
対
し
補
助
。

 

 A
 

  
継
 
続

 
 A

 
継
 
続

 
 
青
少
年
の
非
行
防
止
や
青
少
年
社
会
環

境
浄
化
活
動
の
重
要
性
か
ら
継
続
は
妥
当

と
認
め
ら
れ
る
が
、
毎
年
度
の
計
画
に
新

た
な
も
の
が
見
え
な
い
。
事
業
実
施
に
当

た
っ
て
の
不
断
の
見
直
し
を
希
望
す
る
。
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  番
号

 
ヒ
ア
リ
ン
グ
対
象
 

補
助
金
等
名
称

 
創
設
 

年
度

 
経
過
年
数

 
23
年
度
 

予
算
額

 
補
助
金
等
の
趣
旨
・
目
的

 
前
回
（
平
成

20
年
）
評
価

 
今
 
回
 
評
 
価
 

 

評
価

 
コ
 
メ
 
ン
 
ト
 

評
価

 
コ
 
メ
 
ン
 
ト
 

 1
19

 指
定
無
形
民
俗
文
化
財
保
存
事
業

補
助
金

 
S.

51
  

35
 

43
8 
 
流
山
市
文
化
財
保
護
に
関
す
る
条
例
に
よ

り
指
定
し
た
「
無
形
民
俗
文
化
財
の
保
存
会
」

に
対
し
、
同
条
例
に
基
づ
き
補
助
。
 

 
無
形
民
俗
文
化
財
は
生
活
様
式
の
変
化
に

よ
り
消
滅
の
傾
向
に
あ
る
が
、条
例
の
趣
旨
に

よ
り
市
民
共
有
の
財
産
と
し
て
存
続
さ
せ
る

た
め
の
補
助
。

 

 A
 
 
継
 
続

 
 A

 
 
継
 
続

 
 

12
4 
体
育
協
会
活
動
事
業
費
補
助
金

 
S.

35
  

51
 

4,
50

0 
 
市
民
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・
振
興
を
目
的
と
し

て
、
市
民
体
育
大
会
を
始
め
各
種
大
会
の
開

催
、愛
好
者
の
拡
大
に
向
け
た
事
業
や
指
導
者

の
育
成
に
取
組
み
、ス
ポ
ー
ツ
振
興
施
策
の
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
流
山
市
体
育
協
会

に
対
す
る
補
助
。

 

 B
 
 
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
振
興
の
た
め
の
必
要

性
は
認
め
ら
れ
る
が
、
長
期
の
補
助
、
補
助
金

へ
の
依
存
度
、
費
用
対
効
果
等
に
つ
い
て
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
策
全
体
の
中
で
見
直
す
必

要
性
が
あ
る
。
特
に
特
定
団
体
へ
の
長
期
の

補
助
は
、
公
平
性
、
適
切
性
等
か
ら
検
討
の

余
地
が
あ
る
。

 

 B
 
 
市
民
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
･振
興
を
目
的

と
し
て
お
り
、
そ
の
必
要
性
は
認
め
ら
れ

る
が
、
補
助
期
間
が

51
年
と
最
長
の
も
の

と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
行
政
と

一
体
化
し
た
印
象
が
あ
り
、
固
定
化
・
マ

ン
ネ
リ
化
が
見
ら
れ
る
。
 

 
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
策
全
体
の
中
で
の

総
合
的
な
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
。
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【
表
 2
】

平
成

23
年

度
「ヒ

ア
リ

ン
グ

対
象

外
補

助
金

」の
評

価
 

番
号

 
補
助
金
等
名
称

 
創
設
 

年
度

 
経
過
年
数

 
23
年
度
 

予
算
額

 
補
助
金
等
の
趣
旨
･目
的

 
評
価

 
評
価

 
コ
メ
ン
ト

 
 1  
 政
務
調
査
費

 
 

H
.1

3 
 10
 

千
円
 

11
,2

00
   
市
議
会
議
員
が
政
策
立
案
又
は
提
案
を
行
う
た
め
の
調
査
及
び

研
究
に
資
す
る
た
め
交
付
。

 

 B 
  
議
会
の
議
論
に
委
ね
る
。

 

4 
企
業
立
地
促
進
奨
励
金

 
H
.1

8 
5 

6,
42

4 
 
立
地
企
業
に
対
し
、
奨
励
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
企
業
の

立
地
促
進
、
市
民
の
雇
用
の
増
大
及
び
市
内
企
業
の
事
業
機
会
の
拡

大
を
図
り
、
も
っ
て
本
市
の
産
業
の
振
興
に
寄
与
す
る
。

 

A
 
 
継
続

 

6 
市
民
ま
つ
り
事
業
費
補
助
金

 
H

.6
 

17
 

3,
60

0 
 
市
民
相
互
の
連
帯
と
ふ
る
さ
と
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
の
ま

つ
り
事
業
費
に
対
す
る
補
助
。

 
B 
 
行
政
に
依
存
し
な
い
組
織
づ
く
り
な
ど
一
定
の

改
善
の
必
要
が
あ
る
。

 
7 
自
治
会
掲
示
板
設
置
費
補
助
金

 
H
.2

2 
1 

15
0 
 
市
民
の
福
祉
の
向
上
及
び
自
治
会
の
円
滑
な
運
営
に
寄
与
す
る

た
め
、
自
治
会
が
行
う
掲
示
板
購
入
に
要
す
る
経
費
の
一
部
補
助
。

 
A

 
 
継
続

 

8 
自
治
会
館
維
持
管
理
費
補
助
金

 
S.

56
 

30
 

7,
36

0 
 
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
促
進
す
る
た
め
の
集
会
施
設
で
あ

る
自
治
会
館
の
維
持
管
理
に
要
す
る
経
費
の
一
部
補
助
。

 
A

 
 
継
続

 

9 
自
治
会
館
維
持
管
理
費
（
大
規
模
修
繕
・

冷
暖
房
機
器
設
置
）
補
助
金

 
S.

56
 

30
 

2,
26

0 
 
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
促
進
す
る
た
め
の
集
会
施
設
で
あ

る
自
治
会
館
の
大
規
模
修
繕
及
び
冷
暖
房
機
器
設
置
に
要
す
る
経

費
の
一
部
補
助
。

 

A
 
 
継
続

 

10
 
自
治
会
館
建
設
事
業
補
助
金

 
S.

52
 

34
 

8,
00

0 
 
市
民
の
福
祉
向
上
及
び
自
治
会
の
円
滑
な
運
営
に
寄
与
す
る
た

め
、
自
治
会
が
実
施
す
る
自
治
会
館
建
設
事
業
に
要
す
る
経
費
の
一

部
補
助
。

 

A
 
 
継
続

 

12
 
防
犯
灯
維
持
管
理
費
補
助
金

 
S.

58
 

28
 

34
,0

50
  
自
治
会
が
負
担
す
る
防
犯
灯
の
電
気
料
金
の
一
部
を
補
助
す
る

こ
と
で
、
犯
罪
等
の
未
然
防
止
と
明
る
い
市
民
生
活
の
環
境
の
向
上

に
寄
与
す
る
。

 

A
 
 
継
続

 

13
 
防
犯
灯
設
置
費
補
助
金

 
S.

58
 

28
 

14
,9

80
  
夜
間
の
犯
罪
等
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
、
自
治
会
が
設
置
し
維

持
管
理
す
る
防
犯
灯
の
設
置
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る

こ
と
で
、
自
治
会
の
負
担
軽
減
を
図
る
。

 

A
 
 
継
続

 

13
-1

 防
犯
灯
部
品
交
換
費
補
助
金

 
H
.2

3 
0 

7,
50

0 
 
自
治
会
が
維
持
管
理
す
る
防
犯
灯
の
ラ
ン
プ
及
び
自
動
点
滅
器

の
交
換
費
用
を
補
助
す
る
こ
と
で
、
自
治
会
経
費
の
負
担
軽
減
を
図

る
こ
と
に
よ
り
、
更
な
る
自
治
会
内
で
の
防
犯
灯
の
設
置
の
推
進
を

図
る
。

 

A
 
 
継
続

 

16
 
重
度
障
害
者
自
動
車
燃
料
費
助
成
金

 
H
.1

2 
11

 
15

,1
26

  
日
常
生
活
を
営
む
上
で
、
公
共
交
通
を
利
用
す
る
こ
と
が
困
難
な

た
め
、
自
動
車
の
運
行
を
必
要
と
す
る
障
害
者
に
燃
料
費
の
一
部
を

助
成
す
る
こ
と
に
よ
り
障
害
者
の
社
会
参
加
及
び
自
立
を
促
進
す

る
。

 

A
 
 
継
続
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 番
号

 
補
助
金
等
名
称

 
創
設
 

年
度

 
経
過
年
数

 
23
年
度
 

予
算
額

 
補
助
金
等
の
趣
旨
･目
的

 
評
価

 
評
価

 
コ
メ
ン
ト

 
17

 
福
祉
保
養
所
利
用
助
成
金

 
S.

53
 

33
 

60
  
障
害
者
等
の
心
身
の
健
康
の
保
持
及
び
社
会
参
加
の
促
進
を
図

る
た
め
、
要
介
護
認
定
者
、
障
害
者
及
び
介
護
者
が
流
山
市
福
祉

 
保
養
所
と
し
て
契
約
す
る
旅
館
・
ホ
テ
ル
等
を
利
用
す
る
場
合
、
宿

泊
費
の
一
部
を
助
成
。

 

A
 
 
継
続

 

18
 
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
補
助
金

 
S.

57
 

29
 

24
,5

55
  
市
内
に
居
住
す
る
重
度
障
害
者
の
社
会
活
動
の
範
囲
の
拡
大
に

資
す
る
た
め
福
祉
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る
場
合
に
お
い
て
そ
の
運

賃
の
一
部
を
助
成
し
、
障
害
者
の
在
宅
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
。

 

A
 
 
継
続

 

22
 
心
身
障
害
者
一
時
介
護
料
助
成
金

 
H
.7

 
16

 
1,

77
4 
 
在
宅
心
身
障
害
者
（
児
）
を
介
護
し
て
い
る
保
護
者
が
疾
病
等
の

理
由
に
よ
り
家
庭
内
で
の
介
護
が
困
難
と
な
り
、
一
時
的
に
有
料
で

介
護
を
依
頼
し
た
場
合
の
介
護
費
用
及
び
介
護
証
明
手
数
料
の
一

部
を
助
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
在
宅
心
身
障
害
者
（
児
）
及
び
介
護

者
の
精
神
的
、
肉
体
的
負
担
及
び
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
。

 

A
 
 
継
続

 

24
 
自
閉
症
児
者
親
の
会
補
助
金

 
H
.1

8 
5 

60
  
自
閉
症
児
者
へ
の
援
護
、
育
成
、
自
閉
症
に
関
す
る
啓
発
事
業
等

を
実
施
し
て
い
る
自
閉
症
児
者
親
の
会
の
運
営
費
の
一
部
を
補
助

し
、
自
閉
症
児
者
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
。

 

A
 
 
継
続

 

25
 
障
害
者
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
補
助

金
 

H
.1

2 
11

 
11

3 
 
点
訳
奉
仕
会
、
手
話
サ
ー
ク
ル
等
の
奉
仕
活
動
を
通
し
て
視
覚
障

害
者
及
び
聴
覚
障
害
者
の
自
立
と
社
会
参
加
を
支
援
す
る
た
め
の

奉
仕
活
動
を
行
う
団
体
に
対
し
、
そ
の
活
動
費
の
一
部
を
補
助
。

 

A
 
 
継
続

 

28
 
デ
フ
協
会
補
助
金

 
H
.1

7 
6 

20
0 
 
聴
力
障
害
者
の
社
会
参
加
や
情
報
交
換
を
推
進
し
、
福
祉
の
向
上

に
資
す
る
た
め
に
デ
フ
協
会
が
行
う
障
害
の
啓
発
活
動
、
聴
力
障
害

者
間
の
相
談
事
業
、社
会
参
加
促
進
な
ど
の
事
業
運
営
が
安
定
的
に

図
ら
れ
る
た
め
の
同
協
会
へ
の
補
助
。

 

A
 
 
継
続

 

29
 
身
体
障
害
者
住
宅
改
造
費
助
成
金

 
H
.7

 
16

 
60

0 
 
身
体
障
害
者
又
は
当
該
身
体
障
害
者
の
主
た
る
扶
養
義
務
者
が
、

障
害
者
の
住
宅
と
し
て
適
応
さ
せ
る
べ
く
住
宅
の
改
造
を
行
っ
た

場
合
、
そ
の
改
造
に
要
し
た
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
こ
と
に
よ

り
、
身
体
障
害
者
及
び
そ
の
家
族
の
日
常
生
活
の
利
便
の
向
上
と
自

立
の
促
進
を
図
る
。

 

A
 
 
継
続

 

31
 
障
害
者
支
援
施
設
等
通
所
交
通
費
助
成

金
 

H
.1

9 
4 

3,
08

3 
 
心
身
障
害
者
福
祉
作
業
所
、
心
身
障
害
者
小
規
模
福
祉
作
業
所
、
精

神
障
害
者
共
同
作
業
所
等
に
通
う
障
害
者
に
交
通
費
の
一
部
を
補

助
し
、
障
害
者
の
就
労
意
欲
や
自
立
意
欲
を
向
上
さ
せ
一
層
の
社
会

参
加
を
促
す
。

 

A
 
 
継
続

 

－19－



 番
号

 
補
助
金
等
名
称

 
創
設
 

年
度

 
経
過
年
数

 
23
年
度
 

予
算
額

 
補
助
金
等
の
趣
旨
･目
的

 
評
価

 
評
価

 
コ
メ
ン
ト

 
36

 
複
合
サ
ー
ビ
ス
利
用
助
成
金

 
H
.1

8 
5 

22
8 
 
障
害
者
及
び
障
害
児
の
保
護
者
が
障
害
者
自
立
促
進
法
に
基
づ

く
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
を
利
用
し
た
と
き
に
生
じ
る
自
己
負
担

に
つ
い
て
助
成
す
る
こ
と
に
よ
り
利
用
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
。

 

A
 
 
継
続

 

40
 
就
労
支
援
施
設
利
用
者
負
担
助
成
金

 
H
.1

9 
4 

28
2 
 
障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
り
就
労
支
援
施
設
利
用
者
の
原
則

1割
負
担
が
発
生
す
る
こ
と
に
伴
う
就
労
意
欲
の
減
退
を
防
止
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
障
害
者
及
び
そ
の
家
族
の
負
担
を
軽
減
し
、
障
害
者

の
自
立
の
促
進
を
図
る
た
め
の
助
成
。

 

A
 
 
継
続

 

45
 
介
護
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
座
資
格
取
得
費

助
成
金

 
H
.2

2 
1 

1,
25

0 
 
介
護
の
担
い
手
不
足
の
現
状
下
で
、
福
祉
事
業
所
に
就
業
を
希
望

す
る
高
齢
者
に
対
し
、
勤
務
す
る
上
で
必
要
な
資
格
取
得
に
か
か
る

費
用
を
一
部
助
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
高
齢
者
の
社
会
参
加
の
促

進
を
図
る
。

 

A
 
 
継
続

 

46
 
高
齢
者
住
宅
改
造
費
助
成
金

 
H
.7

 
16

 
5,

15
0 
 
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
自
宅
で
安
心
し
て
日
常
生
活
を
営
む
た

め
に
住
宅
の
改
造
を
行
う
場
合
、
そ
の
改
造
費
の
一
部
を
助
成
し
、
高

齢
者
の
自
立
の
促
進
及
び
介
助
に
適
し
た
住
環
境
づ
く
り
に
寄
与

す
る
。

 

A
 
 
継
続

 

57
 
私
立
保
育
所

A
ED
設
置
事
業
補
助
金

 
H
.2

0 
3 

56
0 
 
私
立
保
育
所
が
「

A
ED
」
（
心
臓
に
起
因
す
る
突
然
死
の
中
で
、
特

に
多
い
心
臓
痙
攣
に
対
す
る
救
命
手
段
）
を
リ
ー
ス
に
よ
り
設
置
す

る
場
合
、
子
育
て
条
例
の
目
的
を
達
成
す
る
一
環
と
し
て
、
設
置
に

要
す
る
経
費
の
一
部
補
助
。

 

A
 
 
継
続

 

62
 
地
球
温
暖
化
対
策
奨
励
金

 
H
.1

9 
4 

5,
00

0 
 
市
域
全
体
の
地
球
温
暖
化
対
策
を
具
体
的
に
推
進
す
る
事
業
と

し
て
、

CO
2の
削
減
に
直
接
効
果
の
あ
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
（
太
陽

光
発
電
設
備
）
を
設
置
す
る
市
民
に
対
し
て
奨
励
金
を
交
付
す
る
こ

と
で
、
設
備
の
普
及
と

CO
2等
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
を
図
る
。

 

A
 
 
継
続

 

66
 
高
年
齢
者
雇
用
促
進
奨
励
金

 
H
.7

 
16

 
54

0 
 
市
内
に
居
住
す
る

55
歳
以
上

65
歳
未
満
の
高
年
齢
者
及
び
障
害

者
を
雇
用
す
る
事
業
主
に
対
し
奨
励
金
を
交
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、

高
年
齢
者
の
雇
用
の
促
進
と
生
活
の
安
定
を
図
る
。
。

 

A
 
 
継
続

 

67
 
障
害
者
職
場
実
習
奨
励
金

 
H
.7

 
16

 
35

0 
 
公
共
職
業
安
定
所
、
特
別
支
援
学
校
、
市
障
害
者
就
労
支
援
セ
ン

タ
ー
、
公
共
福
祉
施
設
等
の
紹
介
に
よ
り
、
市
内
に
居
住
す
る
障
害

者
を

6日
間
以
上
の
職
場
実
習
に
受
け
入
れ
た
事
業
主
に
対
し
奨
励

金
を
交
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
と
生
活
の
安

定
を
図
る
。

 

A
 
 
継
続
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 番
号

 
補
助
金
等
名
称

 
創
設
 

年
度

 
経
過
年
数

 
23
年
度
 

予
算
額

 
補
助
金
等
の
趣
旨
･目
的

 
評
価

 
評
価

 
コ
メ
ン
ト

 
74

 
農
林
水
産
業
の
振
興
に
関
す
る
補
助
金

（
認
定
農
業
者
連
絡
協
議
会
）

 
H
.1

5 
8 

50
0 
 
本
市
農
業
の
中
核
を
担
う
認
定
農
業
者
で
構
成
す
る
認
定
農
業

者
連
絡
協
議
会
へ
の
団
体
補
助
を
行
い
、
農
業
経
営
改
善
計
画
達
成

を
促
し
、
農
業
生
産
性
の
向
上
を
図
る
。

 

B 
 
農
業
振
興
策
全
体
の
中
で
の
総
合
的
な
見
直
し

が
必
要
で
あ
る
。

 

76
 
農
林
水
産
業
の
振
興
に
関
す
る
補
助
金

（
エ
コ
農
業
推
進
事
業
）
 

H
.2

1 
2 

1,
34

0 
 
堆
肥
等
の
導
入
推
進
に
よ
り
、
減
農
薬
、
減
化
学
肥
料
の
環
境
へ

の
負
荷
を
低
減
す
る
方
向
の
農
業
生
産
を
推
進
し
、
食
の
安
全
と
安

心
に
向
け
た
農
業
生
産
を
支
援
し
、
市
民
の
健
康
増
進
に
資
す
る
。

 

B
 
 
エ
コ
農
業
と
補
助
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
定
期

的
に
精
査
す
る
必
要
が
あ
る
と
と
も
に
、
農
業
振
興

策
全
体
の
中
で
の
総
合
的
な
見
直
し
が
必
要
で
あ

る
。

 

77
 農
林
水
産
業
の
振
興
に
関
す
る
補
助

金
（
米
飯
給
食
に
お
け
る
地
産
地
消

の
推
進
）

 

H
.2

2 
1 

11
,0

40
  
地
産
地
消
の
普
及
・
定
着
を
目
指
し
て
、
学
校
給
食
に
流
山

産
米
を
供
給
し
、
米
飯
給
食
を
地
元
産
米
に
切
り
替
え
て
食
へ

の
関
心
と
安
心
・
安
全
性
を
図
る
。

 

A 
 
継
続

 

80
 土
地
改
良
施
設
維
持
管
理
費
補
助
金

 
S.

63
 

23
 

3,
16

7 
 
本
市
は
、
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く

農
業
振
興
地
域
が
存
在
し
な
い
こ
と
か
ら
、
土
地
改
良
事
業
等

に
対
し
、
国
・
県
の
補
助
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
。
よ
っ
て
各

土
地
改
良
区
が
実
施
す
る
施
設
の
維
持
管
理
等
の
事
業
費
の

一
部
を
助
成
す
る
こ
と
で
、
地
球
温
暖
化
防
止
機
能
や
水
害
抑

止
の
湛
水
機
能
を
持
ち
合
わ
せ
た
多
面
性
の
あ
る
水
田
の
健

全
な
保
全
を
促
進
し
、
水
稲
の
生
産
性
を
高
め
る
と
と
も
に
緑

豊
か
で
調
和
の
と
れ
た
都
市
空
間
の
形
成
を
助
長
す
る
。

 

B 
 
農
業
振
興
策
全
体
の
中
で
の
総
合
的
な
見
直

し
が
必
要
で
あ
る
。

 
 

83
 商
業
団
体
共
同
駐
車
場
設
置
用
地
取

得
資
金
利
子
補
給
金

 
H

.4
 

19
 

10
9 
 
商
業
環
境
を
整
備
し
、
商
業
の
振
興
及
び
市
民
の
利
便
の
向

上
に
寄
与
す
る
た
め
、
商
店
会
が
共
同
駐
車
場
用
地
を
取
得
す

る
場
合
の
融
資
利
子
の
一
部
補
助
。

 

A 
 
（

23
年

10
月
終
了
の
事
業
）

 

86
 商
店
街
空
き
店
舗
有
効
活
用
事
業
等

補
助
金

 
H

.1
9 

4 
10

0 
 
商
業
団
体
が
空
き
店
舗
を
賃
借
し
、
有
効
活
用
す
る
場
合
の

賃
借
料
の
一
部
助
成
及
び
商
業
活
性
化
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣

助
成
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
市
内
の
商
店
街
の
活
性
化
及
び
健

全
な
発
展
を
促
進
す
る
。

 

A 
 
継
続
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 番
号

 
補
助
金
等
名
称

 
創
設
 

年
度

 
経
過
年
数

 
23
年
度
 

予
算
額

 
補
助
金
等
の
趣
旨
･目
的

 
評
価

 
評
価

 
コ
メ
ン
ト

 
88

 流
山
花
火
大
会
事
業
補
助
金

 
S.

53
 

33
 

5,
00

0 
 
流
山
市
民
の
郷
土
愛
の
育
成
、
ふ
れ
あ
い
の
場
の
創
出
及
び

観
光
資
源
と
し
て
の
定
着
を
図
る
た
め
の
流
山
花
火
大
会
実

行
委
員
会
へ
の
助
成
。

 

A 
 
継
続

 

91
 流
山
本
町
・
利
根
運
河
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
事
業
補
助
金

 
H

.2
3 

0 
8,

40
0 
 
魅
力
的
な
観
光
地
づ
く
り
を
目
指
し
、
当
該
地
域
の
既
存
の

建
造
物
を
活
用
し
た
施
設
や
店
舗
の
開
設
に
よ
り
、
観
光
に
よ

る
交
流
人
口
を
増
や
し
観
光
振
興
並
び
に
地
域
の
活
性
化
を

図
る
。

 

A 
 
継
続

 

95
 保
存
樹
木
・
樹
林
補
助
金

 
S.

48
 

38
 

1,
49

8 
 
市
民
が
良
好
な
生
活
環
境
の
中
で
健
康
で
安
全
、
か
つ
、
快

適
な
生
活
を
営
む
た
め
、
自
然
を
保
護
す
る
と
と
も
に
緑
化
を

推
進
し
、
太
陽
の
輝
く
緑
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
図
る
た
め
、

樹
形
が
特
に
す
ぐ
れ
て
い
る
樹
木
を
保
存
樹
木
、
樹
木
の
集
団

を
保
存
樹
林
と
し
て
指
定
し
、
そ
の
管
理
費
を
補
助
。

 

A 
 
継
続

 

96
 み
ど
り
の
ま
ち
な
み
整
備
事
業
補
助

金
 

S.
63

 
23

 
57

0 
 
緑
豊
か
な
ふ
る
さ
と
流
山
の
実
現
と
災
害
の
発
生
の
未
然

防
止
に
資
す
る
た
め
、
み
ど
り
の
ま
ち
な
み
整
備
事
業
を
実
施

し
た
市
民
へ
の
補
助
。

 

A 
 
継
続

 

97
 自
主
防
災
組
織
消
火
器
維
持
管
理
費

補
助
金

 
H

.4
 

19
 

64
0 
 
地
域
の
防
災
活
動
の
促
進
を
図
り
、
自
主
防
災
組
織
が
防
災

活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
消
化
器
の
維
持
管
理
に
要
す
る

経
費
の
一
部
補
助
。

 

A 
 
継
続

 

98
 小
中
学
校
特
色
あ
る
教
育
活
動
推
進

事
業
協
議
会
育
成
助
成
金

 
H

.1
2 

11
 

3,
45

0 
 
各
学
校
で
独
自
の
発
想
に
よ
る
特
色
あ
る
教
育
活
動
（
職
業

体
験
、
農
業
生
産
体
験
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
地
域
と
の

連
携
活
動
、
部
活
動
）
を
行
い
、
幅
広
い
教
育
活
動
の
実
践
を

支
援
す
る
た
め
の
助
成
。

 

B 
 
助
成
金
交
付
に
当
た
っ
て
は
、
事
業
の
成
果

を
反
映
す
る
な
ど
一
定
の
改
善
が
必
要
で
あ

る
。
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 番
号

 
補
助
金
等
名
称

 
創
設
 

年
度

 
経
過
年
数

 
23
年
度
 

予
算
額

 
補
助
金
等
の
趣
旨
･目
的

 
評
価

 
評
価

 
コ
メ
ン
ト

 
99

 児
童
生
徒
大
会
派
遣
事
業
補
助
金

 
H

.1
8 

5 
1,

95
2 
 
市
内
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
が
学
校
及
び
本
市
を
中
心
と

す
る
当
地
区
を
代
表
と
し
て
、
県
・
関
東
・
全
国
の
各
総
合
体

育
大
会
及
び
文
化
的
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場
す
る
た
め
の
旅
費

等
の
派
遣
費
の
補
助
。

 

A 
 
継
続

 

10
2 
国
内
派
遣
事
業
補
助
金

 
S.

61
 

25
 

25
0 
 
県
外
の
先
進
校
の
学
校
運
営
及
び
研
修
活
動
の
取
組
み
や

研
修
状
況
を
視
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
内
教
員
の
資
質
の
向

上
を
図
る
。

 

A 
 
継
続

 

10
5 
私
立
幼
稚
園
心
身
障
害
児
指
導
補
助

金
 

H
.1

1 
12

 
35

0 
 
私
立
幼
稚
園
に
在
園
す
る
心
身
に
障
害
の
あ
る
園
児
の
指

導
費
用
を
助
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
幼
稚
園
の
負
担
軽
減
を
図

る
と
と
も
に
心
身
障
害
児
の
受
け
入
れ
を
促
進
す
る
。

 

A 
 
継
続

 

10
7 
私
立
幼
稚
園

AE
D
設
置
事
業
補
助

金
 

H
.2

0 
3 

36
3 
 
私
立
幼
稚
園
が
「

AE
D
」（
心
臓
に
起
因
す
る
突
然
死
の
中

で
、
特
に
多
い
心
臓
痙
攣
に
対
す
る
救
命
手
段
）
を
リ
ー
ス
に

よ
り
設
置
し
た
場
合
、
設
置
に
要
す
る
経
費
を
一
部
補
助
す
る

こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
の
安
全
・
保
護
者
の
安
心
の
確
保
を
図

る
。

 

A 
 
継
続

 

11
1 
博
物
館
友
の
会
研
究
誌
等
刊
行
事
業

補
助
金

 
H

.1
8 

5 
10

0 
 
市
立
博
物
館
事
業
活
動
の
支
援
及
び
郷
土
文
化
の
発
展
を

図
る
た
め
、
博
物
館
友
の
会
が
行
う
刊
行
事
業
に
係
る
経
費
の

一
部
補
助
。

 

A 
 
継
続

 

11
2 
流
山
市
・
相
馬
市
少
年
ス
ポ
ー
ツ
交

流
事
業
費
補
助
金

 
S.

63
 

23
 

50
0 
 
流
山
市
と
相
馬
市
の
少
年
ス
ポ
ー
ツ
団
体
（
野
球
、
サ
ッ
カ

ー
、
剣
道
）
が
行
う
ス
ポ
ー
ツ
交
流
事
業
に
要
す
る
経
費
の
一

部
補
助
。

 

A 
 
継
続
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 番
号

 
補
助
金
等
名
称

 
創
設
 

年
度

 
経
過
年
数

 
23
年
度
 

予
算
額

 
補
助
金
等
の
趣
旨
･目
的

 
評
価

 
評
価

 
コ
メ
ン
ト

 
11

5 
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
・
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ

ト
連
絡
協
議
会
活
動
事
業
補
助
金

 
H

.6
 

17
 

21
9 
 
青
少
年
健
全
育
成
の
一
翼
を
担
う
、
市
内
に
所
属
す
る
ボ
ー

イ
ス
カ
ウ
ト
・
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
の
各
団
体
が
互
い
に
協
力
し

あ
っ
て
行
う
青
少
年
の
健
全
育
成
の
た
め
の
事
業
活
動
に
要

す
る
経
費
の
一
部
補
助
。

 

B 
 
青
少
年
の
健
全
育
成
を
目
的
と
し
た
活
動
の

必
要
性
は
認
め
ら
れ
る
が
、
団
体
の
自
助
努
力

な
ど
を
含
め
た
一
定
の
改
善
が
必
要
で
あ
る
。

 

11
8 
学
校
警
察
連
絡
協
議
会
活
動
事
業
補

助
金

 
S.

55
 

31
 

13
4 
 
市
内
各
学
校
並
び
に
関
係
諸
機
関
と
の
連
携
を
図
る
と
と

も
に
、
生
徒
指
導
の
諸
問
題
に
つ
い
て
の
研
修
を
深
め
、
各
学

校
に
お
け
る
非
行
の
早
期
発
見
と
早
期
指
導
（
防
止
）
に
寄
与

し
、児
童
・
生
徒
の
健
全
な
保
護
育
成
を
図
る
活
動
へ
の
補
助
。 

A 
 
継
続

 

12
0 
指
定
有
形
文
化
財
修
理
補
助
金

 
H

.2
2 

1 
50

0 
 
条
例
に
よ
り
指
定
し
た
有
形
文
化
財
の
所
有
者
（
保
存
者
）

が
、
文
化
財
の
整
備
・
修
復
を
実
施
す
る
場
合
の
保
存
修
理
等

に
要
す
る
経
費
の
一
部
補
助
。

 

A 
 
継
続

 

12
1 
小
中
学
校
体
育
連
盟
補
助
金

 
H

.3
 

20
 

2,
70

0 
 
流
山
市
内
小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
の
体
力
向
上
や
ス
ポ
ー

ツ
技
術
の
向
上
、
競
技
会
、
練
習
会
を
通
し
て
、
心
身
共
に
健

康
な
児
童
・
生
徒
の
育
成
を
目
指
し
て
い
る
団
体
へ
の
補
助
。

 

A 
 
継
続

 

12
2 
県
民
体
育
大
会
出
場
選
手
派
遣
費
補

助
金

 
S.

57
 

29
 

1,
50

0 
 
流
山
市
体
育
協
会
に
お
い
て
、
千
葉
県
民
体
育
大
会
に
流
山

市
の
代
表
選
手
を
選
抜
し
て
派
遣
す
る
際
の
交
通
費
、
宿
泊

費
、
保
険
料
の
一
部
補
助
。

 

A 
 
継
続

 

12
3 
少
年
野
球
連
盟
事
業
費
補
助
金

 
S.

53
 

33
 

51
0 
 
市
内

16
団
体
の
少
年
軟
式
野
球
チ
ー
ム
を
統
括
し
、
東
葛

地
区
連
盟
や
千
葉
県
少
年
野
球
連
盟
傘
下
の
流
山
市
少
年
軟

式
野
球
連
盟
が
開
催
す
る
野
球
大
会
や
野
球
の
技
術
の
向
上

及
び
発
展
の
た
め
の
指
導
研
究
な
ど
の
事
業
に
対
す
る
一
部

補
助
。

 

A 
 
継
続
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 番
号

 
補
助
金
等
名
称

 
創
設
 

年
度

 
経
過
年
数

 
23
年
度
 

予
算
額

 
補
助
金
等
の
趣
旨
･目
的

 
評
価

 
評
価

 
コ
メ
ン
ト

 
12

5 
少
年
サ
ッ
カ
ー
連
盟
事
業
費
補
助
金

 
S.

61
 

25
 

19
0 
 
市
内

7
団
体
の
少
年
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
で
構
成
さ
れ
た
流

山
市
少
年
サ
ッ
カ
ー
連
盟
が
開
催
す
る
サ
ッ
カ
ー
大
会
や
サ

ッ
カ
ー
の
技
術
の
向
上
及
び
発
展
の
た
め
の
指
導
研
究
な
ど

の
事
業
に
対
す
る
一
部
補
助
。

 

A 
 
継
続

 

12
9 
人
間
ド
ッ
ク
利
用
助
成
金

 
H

.7
 

16
 

30
,8

70
  
国
保
被
保
険
者
に
対
す
る
保
健
事
業
の
一
環
と
し
て
、
人
間

ド
ッ
ク
を
利
用
す
る
場
合
、
検
査
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
助

成
す
る
こ
と
で
、
健
康
の
保
持
及
び
医
療
費
の
適
正
化
に
資
す

る
。

 

A 
 
継
続

 

13
0 
は
り
・
き
ゅ
う
・
あ
ん
ま
等
施
設
利

用
者
助
成
金

 
H

.3
 

20
 

2,
50

0 
 
国
保
被
保
険
者
に
対
す
る
保
健
事
業
の
一
環
と
し
て
、
あ
ん

ま
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
等
施
設
利
用
者
に
助
成
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
被
保
険
者
の
健
康
増
進
に
資
す
る
。

 

A 
 
継
続

 

13
1 
水
洗
便
所
等
改
造
資
金
利
子
補
給
金

 
S.

62
 

24
 

25
0 
 
公
共
下
水
道
供
用
開
始
区
域
内
の
家
屋
は
、
下
水
道
法
第

10
条
第

1
項
に
基
づ
き
、
排
水
設
備
を
公
共
下
水
道
に
早
期

接
続
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

 
 
こ
う
し
た
中
、
接
続
工
事
に
は
多
額
の
資
金
を
要
す
る
こ
と

か
ら
、
工
事
資
金
の
借
入
を
希
望
す
る
方
に
対
し
、
本
市
が
指

定
金
融
機
関
に
融
資
を
斡
旋
し
、
融
資
実
行
の
際
は
こ
れ
に
係

る
利
子
補
給
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
負
担
の
軽
減
を
図
る
。

 

A 
 
継
続
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おわりに 

 平成 23 年度は、平成 21 年度から平成 23 年度までの 3 ヵ年を期間とし

た「補助金適正化実行プラン」の最終年度となっている。 

 その答申書作成のため、「補助金等調査票・補助金等適正化実行プラン」

の記述をもとに、補助金目的・算出基準・適正化実行プラン等々を精査

し、一部個別ヒアリングなどを経て、評価・審査を行った。判断材料と

しては重要なはずの書類として、内容・項目記述のしっかりしたものも

ある一方、中にはあまりにも杜撰で、「適正化実行プラン」の書き方に不

備が目立つものもあった。貴重な補助金を得るための資料作成にしては、

いささか軽率のそしりを免れない感があった。まさにこうした安易な態

度が補助金の既得権化・マンネリ化を裏付けるような印象を与えてしま

う。 

 その意味では、交付団体等の報告・評価をしっかり把握することが基

本で、補助事業の成果が明示され、評価される仕組み（計画・実施・報

告・評価）を構築することが重要であろう。 

 また「補助金等適正化実行プラン」の記述内容を見ても、ヒアリング

を聞いても、これまでの「答申」を見ていない、または無視、と思われ

る印象を受けることが多かった。審議会の意見・提案に対して、もっと

正面から向き合って、積極的に対応する姿勢がほしい。 

 本年度「第 1 回補助金等審議会」において、市長から直接、マニフェ

ストに基づく重点施策の説明があり、市を挙げての積極的意欲がうかが

えた。 

 回を重ねた審議会によってまとめられた「答申」は、市長宛に提出さ

れるものの、市長、市幹部のみならず、関係各課・各関係者が目を通す

だけでなく、具体的対策・実施面にも十分活用していただきたい。 

 それにしても補助金において三つの M（ 3M）に注目したい。すなわち

①ＭＵＤＡ（ムダ：補助金のムダ使いをなくす）、②ＭＵＲＩ（ムリ：財

政制約・状況を無視した放漫補助）、③ＭＡＮＮＥＲＩ（マンネリ化をな

くす）、である。 

 まさに補助金は、肥大化による財政圧迫と長期化・固定化の懸念があ

るだけに、“コスト・ベネフィット（費用・便益）”意識をしっかりと心

掛ける必要がある。 

 地域（地方）経済の発展は地域の発展を活かして、地域の比較優位を
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活用する以外にない。補助金は地域の優位性を引き出し、高める方向で

活用されるべきであろう。 
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     流山市補助金等審議会 

      会  長  伊藤 治夫  
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          柴  鉄也  

          西村  象六  

          廣田  有里  

          前田  弘  

          松本  正彦  
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